
昔は，どのかま元も「のぼりがま」で作品を焼

いていました。しかし，最近はガスがまで焼き上

げることもあります。ガスがまの方が便利だから
べ ん り

です。これからは，昔からの伝とう的な方法だけ

でなく，現代にあった方法と昔ながらの方法をま

ぜながら新しいものを開発していくことも大切で

す。

宗像さんの話
む な か た

みなさんが思っていたよりもつくるのはむずかし

かったと思います。わたしは、いい焼き物職人にな
しょく

るためには、わかい時に１０年くらい修行をしない
しゅぎょう

と、いい職人にならないと思っています。それほど、焼き物は
しょく

むずかしいものだと考えています。焼き物の修行に多くの人が
しゅぎょう

おとずれますが、たいていは、半年から１年くらいでやめてし

まいます。焼き物のさかんな本郷地区でも、全体的に見ると後
ほんごう こう

継者が不足しています。よい後継者を育てていくことも必要で
けいしゃ ふ そ く こうけいしゃ ひつよう

す。

の ぼりが ま

本郷焼を生かす
ほ ん ご う や き

りょうたさんたちは，湯飲みやさらな

どのほかに，伝とう的な焼き物の技術を
ぎ じ ゅ つ

生かして，「がいし」をつくっているこ

とを知りました。それをみんなにしょう

かいしました。

会津本郷焼は、くらし

の中でどのように使われ

ているのだろうか。

電気産業につかわれるがいしづくりが始

まったのは、今から１００年くらい前です。

会津本郷焼は、ほとんどが手でつくられま
あいづほんごうやき

す。しかし、がいしはコンピューターなど

の近代的な機械を使った工場でつくられま
き か い

す。

がいしをつくる工場

が いし

コンピューター

をつかって、自動

的に作品ができあ

がるものもありま

す。

ベルトコンベヤ

ーを用いてつくっ

ています。

地元のとう石と

よそから運ばれて

くる原料をまぜ合

わせてねん土をつ

くります。


